
 
 

口座直結型決済サービス『＆Pay』、北洋銀行と連携へ 

～来年 1 月、セイコーマートとアインズ&トルペ店舗にてスマホ決済の実証実験開始～ 
 
株式会社エムティーアイ（代表取締役社長：前多 俊宏、以下「当社」）が運営する、金融機関の口座と直結したス

マートフォン決済サービス『&Pay（アンドペイ）』は、北洋銀行（取締役頭取：安田 光春）との連携を見据え、2019 年

1 月より札幌市内でキャッシュレス決済の実証実験を開始します。 

実証実験は、株式会社セコマ（代表取締役社長：丸谷 智保、以下「セコマ」）と、株式会社アインファーマシーズ（代

表取締役社長：大石 美也、以下「アイン」）の協力のもと、「セイコーマート大通ビッセ店」と、「アインズ＆トルペ大通

ビッセ店」にて『&Pay』を活用したキャッシュレス決済を可能とし、その利便性・有用性を検証するものです。 

北海道内の銀行として最大の顧客基盤を持つ北洋銀行と、道内で 1,000 店舗以上展開しているコンビニエンスス

トア「セイコーマート」、札幌に拠点を置き、全国的に店舗を展開しているコスメ＆ドラッグストア「アインズ＆トルペ」が

取り組みに参加することで、北海道の経済圏におけるキャッシュレス化を加速させ地域経済の活性化を実現します。 

 

◆地方銀行×小売店舗で実証スタート、目指すのは地域に根付いたキャッシュレス決済！ 

政府は、2019 年 10 月に消費税率を 10%へ引き上げることを表明し、軽減税率対策として中小小売店などでキャ

ッシュレス決済を行った場合、原則全ての商品・サービスを対象に購入額の 2%を消費者へ還元することを検討し始

めています。2025 年には現在 18%であるキャッシュレス決済比率を 40%まで引き上げる目標※1 を掲げており、国内

でキャッシュレス支払いが急速に進む契機となる可能性があります。 

このような背景を受け、今回金融機関と小売店舗、コスメ＆ドラッグストア、スマートフォン決済事業者の 4 者が協

力体制をとり、日常におけるキャッシュレス決済の利便性を検証するための実証実験を 2019 年 1 月より開始予定で

す。 
 

【 実証実験の概要 】 

期 間 2019 年 1 月下旬から 6 カ月程度（予定） ※銀行営業日のみ実施 

対象店舗 セイコーマート大通ビッセ店・アインズ＆トルペ大通ビッセ店 

対象者 セコマ、アイン、北洋銀行の各従業員 

内 容 

◆対象店舗における対象者の各種購入代金支払いについて、当社が提供する決済アプリ

『&Pay』を用い、スマートフォンで決済を行う 

◆『&Pay』と北洋銀行の更新系 API※2 との連携により、対象者の北洋銀行預金口座から代

金が引き落とされ、対象店舗の同行口座に入金 

 

◆スマホ×銀行口座でキャッシュレスをもっと身近に、安全に 

今回、当社が提供する『&Pay』は、金融機関の更新系 API との連携により、クレジットカード会社などの中間事業

者を介さず、銀行口座とダイレクトに繋がる新しい決済・送金手段です。資金移動がアプリ上でリアルタイムに反映さ

れる利便性と、セキュリティに配慮した安全性の高さが特長で、身近で保有者の多い銀行口座とスマートフォンを活用

することによって、着々と進展するキャッシュレス社会に誰もがなじみやすくなっています。 

また、災害で店舗に現金が不足したり、停電により ATM が使えなくなった場合などでも、スマートフォンさえあれば

決済ができるので、いざというときに安心して使える決済手段として活躍が期待できます。 
 

≪金融機関のメリット≫ 

キャッシュレス化により従来の銀行業務で発生していた現金（特に小銭）の管理・事務コストの削減が可能となりま

す。また、サービス内に蓄積された決済データを把握・分析することで、現金決済では得られなかった口座保有

者・地域の事業者のマーケティング情報を取得でき、地域経済活性化への貢献という金融機関の役割強化が期

待できます。 
 

≪加盟店のメリット≫ 

『&Pay』を通じたキャッシュレス化による現金取り扱いコストの削減や人手不足への対策に加え、販売実績などの

データが得られることで、来店客へのメッセージ、クーポン配布などの機能※1 を活用し、対面・非対面での幅広い
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顧客接点を新しく創出できます。また、口座から直接支払いを可能にすることで、従来のクレジットカードや電子マ

ネーなどで必要だった中間のシステムコストが削減でき、安価な決済手数料を実現します。それにより、個人商店

などでの導入もサポートします。加盟店への入金もスムーズで、資金回収サイクルの短縮にもつながります。 
 

≪生活者のメリット≫ 

加盟店での決済時に自分の口座から直接支払いができ、その履歴をアプリで簡単かつリアルタイムに確認するこ

とが可能で、キャッシュレス決済であっても使ったお金が見える安心感を得られます。これにより、これまで国内で

キャッシュレスが普及しない要因のひとつとしてあげられてきた「使いすぎる不安」が払拭されることが期待できま

す。 

また、決済は QR コードを読み込むだけで完了するので、現金を扱う手間やストレスも軽減できます。 

 
なお、本サービスでは決済を支える仕組みとして、残高や履歴の確認だけでなく、振り込みまでできる「更新系

API」※2 を利用しており、従来の決済システムを介さないことで、加盟店や金融機関にかかる運用コストの削減を可能

とし、地域に寄り添った持続可能な決済インフラの提供を実現します。 

 

今後は、実証実験で得たキャッシュレス決済における知見を蓄積し、セイコーマート全店舗での実用化、さらに

2020 年までに国内 300 の金融機関と連携を進め、全国で利用できる決済サービスとなることを目指します。 
 

※1：経済産業省 「キャッシュレスビジョン」（平成 30 年 4 月） より 

※2：銀行の口座情報にアクセスする API には、参照系 API と更新系 API の 2 種類が存在。参照系 API：金融機関の残高や入出金履

歴などを外部サービス内で閲覧できる API。更新系 API：外部サービス内から振込などの更新を可能とする API。 

（API：Application Programming Interface の略。複数のシステム間でデータをやりとりする際に必要な技術的仕組み。） 

※：QR コードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。 

 

本サービスに関するお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ ソリューション事業部  
FinTechサービス部 
TEL：03-5333-6405   E-mail：fintech.info@mti.co.jp 

『&Pay』の詳細はこちら：https://www.andpay.jp/ 

報道関係の方からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ 広報室 吉野・小林 

TEL ：03-5333-6323   FAX： 03-3320-0189 

E-mail：mtipr@mti.co.jp  URL：http://www.mti.co.jp 
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